History of Management Thought and Functions of Domain Setting : A Perspective for Performance Evaluation by 洞口 治夫 & 手塚 修一
経営戦略の学説とドメインの役割 : パフォーマン
ス評価への視角









































The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 
 Hosei University RepositoryUniversity Repository







Haruo H. Horaguchi 
Shuichi Tetsuka 
  
History of Management Thought 
and Functions of Domain Setting: 
A Perspective for Performance 
Evaluation 
 
   

















The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 

































































                                                  
1  Porter, Michael E. ed.(1980) Competitive Strategy: Techniques for Analyzing Industries and 

































                                                                                                                                                  
Competitors, Free Press. (『競争の戦略』土岐坤・中辻萬治・服部照夫訳、ダイヤモンド社、1982 年)． 
2 Chandler，A.D.(1962) Strategy and Structure: Chapters in the History of the Industrial Enterprise, 
The M.I.T. Press.(三菱経済研究所訳『経営戦略と組織―米国企業の事業部制成立史―』実業之日本社、1967
年). 
3 Penrose, Edith. (1959) The Theory of the Growth of the Firm, 3rd edition, Oxford University 
Press.(『企業成長の理論』第 3 版、日高千景訳、ダイヤモンド社、2010 年)． 































                                                  
4 三品和広『戦略不全の論理』東洋経済新報社、2004 年． 
5 沼上幹『経営戦略の思考法』日本経済新聞出版社、2009 年. 
6 ゲーム理論については、Fudenberg, Drew, and Tirole, Jean. (1991) Game Theory, MIT Press. 
Gibbons, Robert. (1992) Game Theory for Applied Economists, Princeton University Press.(『経済学の
ためのゲーム理論入門』福岡正夫・須田伸一訳、創文社、1995 年．なお、同書籍が A Primer in Game Theory, 
Harvester Wheatsheaf として出版されている)．が標準的な教科書である。また、Schelling,Thomas 
C.(2006）“Micromotives and Macrobehaivior.”W.W.Norton &Company,Inc. Schelling,Thomas 
C.(1960)“The Strategy of Conflict”the President and Fellows of Harvard College はゲーム理論的な思考
法の応用を示している。 

































                                                  
7 淺羽茂『経営戦略の経済学』日本評論社、2004 年、小田切宏之『企業経済学 第 2 版＜プログレッシブ
経済学シリーズ＞』東洋経済新報社、2010 年をも参照されたい。 
8 マクミラン・ジョン『経営戦略のゲーム理論―交渉・契約・入札の戦略分析―』伊藤秀史・林田修訳、有
斐閣、1995 年．アビナッシュ ディキシット、バリー ネイルバフ『戦略的思考とはなにか―エール大学式
「ゲーム理論」の発想法―』菅野隆、嶋津祐一訳、ティビーエス・ブリタニカ、1991 年．などを参照され
たい。 



































                                                  












































                                                  
11 洞口治夫『集合知の経営―日本企業の知識管理戦略―』文眞堂、2009 年．洞口治夫「中小企業の経営
戦略―片利共生と非対称な競争―」『商工金融』第 60 巻第 6 号、2010 年 6 月、pp.5-24． 
12  Astley, W. Graham.(1984) “Toward an Appreciation of Collective Strategy,” Academy of 
Management Review, vol.9, no.3, pp.526-535. Astley, W.Graham and Fombrun, Charles J. (1983) 
“Collective Strategy: Social Ecology of Organizational Environments,” Academy of Management 

































はしていない。また、株式の上場（ＩＰＯ, Initial Public Offering）ですけれども、証券会
社などから株式の公開を勧められた中小企業のオーナーが、みずから株式公開をしないと
いう判断を進めている場合も多々あると思うんですね。その株式公開をしないことの理由
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○洞口  メッセージを伝えるという。 


















 例えばソニーの盛田昭夫さんの『ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ』を読むと、ソニーチョコ
レートというソニーの名称を冠した商品が販売されたときに、徹底的に法的に争ったとい
うことをいっているわけですね。彼は、「愉快なる理想工場の建設」というソニーの創業の
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加護野忠男、野中郁次郎『経営戦略論〔新版〕』有斐閣 1996 年.などを参照されたい。 





































う感覚は、実はシューマッハーが 1970 年代に『スモール イズ ビューティフル』の中で
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題にしている。その長さですけれども、1970 年から 99 年ですから 30 年間にわたる電機、















































































































宅は 10 階から 15 階くらいの高層アパートがメインですが、そういうスマートビレッジと
いいますか、ブロードバンドが普及しやすいような住環境や生活環境など、いろいろなも
のが相まってブロードバンド世界一を極めて短期間で実現していくという事例もあります。 















ですね。こういう公開採用制度を 1957 年に採用したのがサムスンなんです。 
 その採用に当たっては、例えばこういう言葉があります。疑わしい人は初めから用いて
はならず、一たん用いた人材は疑ってはならない（疑人勿用 用人勿疑）とか、能力の 90％






○洞口  ソウルからどのぐらい離れた場所なんですか。 
○手塚  ソウルの隣の県の京畿道ですから、車で 90 分ぐらいですか。 
○洞口  日本でいうと埼玉県というような感じ。 
○手塚  そうですね。 
○洞口  何人ぐらい収容する設備と考えればよろしいんでしょうかね。 
○手塚  1 日に 1,700 人が一度に研修できる規模です。 
















































































 長期を見通して５年、10 年のプロジェクトを組んでいくときには、やはり 20 代から 40
代では職業人生として短いでしょうから、設備投資の回収に 10 年かかるというようなプロ
ジェクトを立ち上げるときには、30 代半ばで立ち上げた仕事を 50 代前半くらいまで、成果
を見届けて仕事を続けるというのは、やはり必要だろうと思うんです。半導体のように２







































































○洞口  靴そのものは販売していないんですか。 
○手塚  はい、していないんですね。基本的には代理店です。 







































のかという問題がありますよね。これは、サイズ的には 24.5 だとか 25.5 だとか、日本人の
センチメートルのサイズになっているんですかね。 
○手塚  一応、構造がスライド式になっています。例えば 26.5 にかちっと合わせてボル
トを締めるということなんで、多少伸縮がきくんですね。 
○洞口  足の幅はどうなんですかね。 





























○手塚  あるんですよ、実際に。100 円ショップで売られているプラスチック製のシュー
トゥリーもどきというのはあるんですね。これとは違うんだよと。まさにバリーにはこれ
なんだよという一種の組み合わせはあるかなと思ったんです。 
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○洞口  集まるようになったんですか。 
○手塚  いろいろ提案はしたんですけれども…。仲居さんは結構プロフェッショナルな
んですね。 



























○洞口  外国人のお客さんは多かったですか。 

































































○洞口  和牛ですか。 
○手塚  はい、当然和牛です。 
○洞口  どちらの肉なんですか。 
















○洞口  商店街は…… 





○手塚  それは、シナジー効果とはまた違うんですか。 
○洞口  シナジーの場合には、１つの店舗の中でそれが行われているときですよね。で
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【第３表】オリジン東秀の概要 
企業名 オリジン東秀株式会社 代表者 代表取締役社長 加栗章男 
所在地 東京都調布市仙川町 3-2-4 電 話 03-3305-0180 












































































































































企業名 アイ・タック技研株式会社 代表者 代表取締役 谷 好通 
所在地 愛知県大府市吉川町四丁目 17 番
地 
電 話 0562-45-5258 
資本金 7380万円 (2009年 7月 1 日現在)
資本準備金 184,804,300 円 
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○洞口  これもおもしろいですね。 
○手塚  これは、社長が明確に意識して、こういう戦略をとっているということですね。 




























○洞口  大事ですよね。 
○手塚  どういうコンセプトといいますか、言葉を選択するか。 





















○洞口  なるほど。 












 La Quinta、アメリカに移住したラテン系の人が家族経営から出発したということで La 
Quinta ですね。ポーターは、La Quinta ホテルがアメリカの非常に忙しいビジネスマンに
とってすごく支持されている人気のあるホテルで、まさにフォーカス戦略のいい例だと紹
介したんですが、私は今回のテーマの片利共生と深く関連していると思います。まず、忙













○手塚  私も東横インに泊まりましたけれども、たぶんLa Quintaはもっと広いですね。 
○洞口  そうですか。やはりアメリカのホテルだから。 
○手塚  写真でみるとあの倍ぐらいありますね。 

































企業名 La Quinta Inns, Inc 代表者 Wayne B. Goldberg 
President & Chief Executive 
Officer 
所在地 Weston Centre  
112 East Pecan  
P.O. Box 2636  
San Antonio, Texas 78299-2636 
U.S.A.  
電 話 214-492-6600 










M.ポーターの日本講演での La Quinta Inns, Inc は、Focus strategy の好適事
例として紹介された。Hilton など四星ホテルに隣接する立地戦略をとることか
ら、片利共生戦略の稀有な成功事例（With more than 220 inns in 29 states, La 
Quinta Inns, Inc. is one of the largest owner-operated hotel chains in the 
United States）と推測される。 
また、La Quinta Inns, Inc のヒストリカル・レビューを概観すると、価格に
敏感な多忙なビジネスマン（ targeted toward cost-conscious business 
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